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From IbigawaＳＡＢＯ 

宇津志谷 最優秀賞を受賞 
 また、工事や調査等を行う技術者において、現場での安全施工
技術や現場で働く作業員等の安全意識向上のための取り組みに
ついて、その内容を共有化することにより、参考となる事例を自ら
の現場に生かすために、「安全施工技術に関する研究発表会」を
併せて開催し、工事9題、業務2題の発表が行われました。 

 各発表とも現場条件に合致させた安全対策や、安全に対する独
自の創意工夫などを取りまとめて報告され、どの発表も甲乙付け
がたいとの評価の中、宇津志谷（うつしたに）第1砂防堰堤工事を

施工する㈱杉山建設の中島さんの発表内容が、工事安全対策の
向上に寄与する優れたものとして最優秀賞を受賞されました。 

 事務所が発注する工事や業務の安全衛生思想の高揚と啓発を図り、労働災害を防止し、工事や業務を安全に
推進することを目的に、事務所職員及び工事及び業務の受注する各社の現場に従事者など、総勢63名の出席
により安全協議会が1月30日（水）に開催されました。安全協議会では、岐阜労働局  大垣労働基準監督署の片

桐安全衛生課長をお招きして、「建設業の労働災害の防止について」と題して講話していただくなど、安全意識の
向上に向けた決意を新たにしました。 

越美山系砂防事務所安全協議会を開催 

大垣労働基準監督署 
片桐課長による講話 

研究発表会の様子 

 最優秀賞 

  (株)杉山建設    監理技術者 中島 義裕さん   （右写真 右から2人目） 

 優秀賞 

  田中建設工業(株) 監理技術者 山口 タケルさん （ 〃  左から2人目） 

  (株)山辰組      現場代理人 牧村 成さん    （ 〃  左端） 

伊豆市より視察に訪れる 
 1月28日（月）に静岡県伊豆市の職員の方が、当出張所管内
を視察に訪れ、根尾川筋で工事が進められている砂防施設の
工事現場や、根尾谷断層 
などを見学されました。 
 また、本巣市根尾板所
（ねおいたしょ）地先の淡
墨公園にある「淡墨桜」の
二世が伊豆市土肥大久保
里山に植えられており、現
在では花見スポットとなっ
ているそうです。  雪つりをした淡墨桜 

大規模土砂災害対応へ向けて 
 昨年11月に本巣市において実

施した「越美山系大規模土砂災
害合同防災訓練」について、関
係機関が集まり訓練における課
題の整理や今後への対応につい
ての反省会を2月4日（月）に開催

しました。大規模土砂災害発生
時においては、各機関が連携し  

梅山局長が内谷の現場を視察 

 1月18日（金）に梅山中部地方整備局長が、外津汲内谷（と
つくみうちだに）第1砂防堰堤工事（施工：㈱所組）の現場や徳
山ダム、徳山水力発電所、横山ダムを視察されました。 
 内谷の視察では、工事の進
捗状況や、昨年9月の台風16

号による工事現場の被災状況
やその対応、越美特有の豊か
な自然環境への配慮、広報の
一環として事務所と共同で地
元久瀬小学校の児童を対象と
した現場見学会を開催したこと
などを説明しました。 

て災害対応にあたることの大切さが再確認されました。 

 また、2月7日（木）には、大規模土砂災害時に国の責務とし

て行う必要のある「天然ダム決壊による湛水の被害が及ぶ恐
れがある土地の区域や時期の想定」を行うための、天然ダム
決壊シミュレーション解析を行う実務演習を行いました。併せて
新潟県中越地震の際、本省砂防部保全課長として大規模土砂
災害対応の陣頭指揮を執られたSFFの坂口理事より、天然ダ
ム対策とその実例についての講話を行っていただきました。  

実務演習の詳細はここをクリック （事務所HPへ）  

雪が舞う中説明に耳を傾ける
梅山局長  （中央） 
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